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≪提案内容≫
○今次闘争において、重点方針として掲げて
いる「全体的な底上げをめざし、構造的な
問題解決をはかる“けん引役”を果たす闘
争」に向け、4月10日に第1回回答集計結
果の記者会見を実施した。

〇序盤情勢では、二つの動きが特徴的となっ
ている。一つには、ここ数年の取り組みが
「賃金引き上げ」のベクトルを定着させ、本
年は、さらに単位組合の成果を示す単純
平均水準で前年を上回る動きにある。二つ
めに、中小組合のより自律的な交渉および
主体的な回答引き出しの構造変化が前進

しつつある。大手組合の回答水準を後続
の中小組合が超えられないという長年の
「春季生活闘争の形」を書き換える動きが
広く浸透しつつある。
○これまでの回答集計は、1回2回と回を重ね
るごとに、後につながる組織が低くなる傾向
であるが、今次闘争では、加重平均全体
6,076円（1回集計比＋159円）、300人以
上6,307円（ 同＋199円 ）、100 ～ 299人
5,671円（同±0）、99人以下4,390円（同＋
356円）と、1回集計を上回ってきていること
も大きな特徴である。
〇このことは現時点において、連合長野が主

連合長野は4月17日（水）の第6回
執行委員会において、2019春季生活
闘争の序盤情勢を確認するとともに、
先行する組合の成果をすべての働く
者の賃上げに波及させるための取り
組み強化に向けた決意を新たにした。

冒頭、挨拶に立った中山会長は、4
月中旬までの交渉状況をふまえ、今次
闘争の背景にある「米中貿易摩擦による先行き不透明感が蔓延」している影響などから、「厳し
い闘争を余儀なくされているものの、昨年対比で全体集計を見た時には、今後の元気につなが
る内容となっている。全体の定昇込み平均賃上げは、全体・地場ともに第1回集計を第2回集計
が上回っている。中でも、300人未満の組織において、2014年からの賃上げの流れが始まって以
来の水準を維持していることも特出すべき事項である。こうした先行組合の成果を、組織内外に
しっかり拡散していきたい。なお、春季生活闘争はこれからが正念場である。これまでの組合の交
渉結果を土台にして、後に続く組合への波及につなげていこう」と決意を述べた。
続いて、根橋事務局長より、闘争の序盤情勢と動向、今後の取り組みについて次の提起がさ

れた。
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2019  春 季 生活闘争
すべての働く仲間の「底上げ・底支え」にこだわる！



張してきた「大手追従・大手準拠などの構造を転換
する運動」が定着・前進し、全産業・中小組合自らが
めざす賃金水準にこだわり、粘り強く交渉した成果
と受け止める。
○非正規労働者の賃上げ回答水準は、加重平均で
時給26.87円（昨年同時期比0.17円増）、月給
4,397円（同▲594円）となった。いずれも単純平均
が加重平均を上回っている。
○ すべての労働者の立場にたった「働き方」の見直
しについては、長時間労働の是正、職場における均
等待遇実現に向けた取り組みなど、多岐にわたる
項目で前進回答が引き出されている。

○ 本日の執行委員会において、引き続き「底上げ・底
支え」「格差是正」をめざして、賃金の「上げ幅」の
みならず「賃金水準」を追求する闘争の強化。それ
を通じて、「働きの価値に見合った水準」を徹底して
追求していくことを確認する。本日現在での県内妥
結率は、全体46.9％、地場40.1％であり、「一人ひと
りの働く人にフォーカスした2019闘争は、これからが
正念場」となる。構成組織および地域協議会との
連携のもと、未解決組合の早期解決に向けた全面
的な支援を行うとともに、すべての働く者の賃金の
「底上げ・底支え」「格差是正」に向け、「成果の拡
がり」を意識した社会的闘争をめざしていく。

執行委員会では、これまでの序盤情勢と各構成組織の取り組み状況等を共有化し、本日以降の取り組みとあ
わせて、「連合2019春季生活闘争アピール」を確認し、粘り強い取り組みを推進していく決意を新たにした。最後
の最後まで共に頑張ろう！

底上げの成果が出ている序盤情勢！
この流れをさらに拡げ、すべての働く者の処遇改善につなげよう

連合長野春季生活闘争　妥結状況（地場・過重）4月末

　
2019回答

（2019年4月末）
2018回答

（2018年4月末）
2017回答

（2017年4月末）
集計数 引上げ額 集計数 引上げ額 集計数 引上げ額

全体 14,655人 5,829円 14,297人 5,847円 9,630人 5,527円
300人以上 10,643人 6,193円 10,468人 6,140円 6,261人 5,876円
100～299人 3,130人 4,955円 2,646人 5,426円 1,978人 5,425円
99人以下 882人 4,531円 1,183人 4,199円 1,017人 3,880円

連合長野春季生活闘争　妥結状況（地場・単純）4月末

　
2019回答

（2019年4月末）
2018回答

（2018年4月末）
2017回答

（2017年4月末）
集計数 引上げ額 集計数 引上げ額 集計数 引上げ額

全体 69組合 5,329円 82組合 5,202円 69組合 4,755円
300人以上 29組合 6,112円 31組合 6,166円 23組合 5,378円
100～299人 17組合 5,306円 18組合 5,219円 12組合 5,242円
99人以下 23組合 4,360円 33組合 4,288円 32組合 4,121円

連合長野春季生活闘争　妥結状況（4月末現在）

定例記者会見の様子
（2019年4月10日）



連合長野ニュース No.419【4月】

第90回長野県中央メーデーが、4月27日（土）、長野市城山
公園ふれあい広場において開催され、労働組合や労働組合
のない職場で働く仲間と地域の皆さん約3,600名が結集した。
冒頭、主催者代表挨拶として中山実行委員長（連合
長野会長）は、被災地への継続支援と防災・減災対策の
必要性を強く呼びかけた後、「働き方改革関連法が施行
されたが、長時間労働是正に向けて、労使でしっかりと協
議することが重要である。また、2019闘争の中小・地場労
組の頑張りをさらに県内全体へ波及させ、県内で働くす
べての労働者の暮らしの底上げ・底支え・格差是正を実現
していかなければならない。我々の暮らしを豊かにするた
めにも、労働者・生活者を犠牲にする現政権に対抗する
力が重要となる。参議院選挙の勝利に向け働く者の強い
結束で徹底的に闘い抜こう！」と力強く訴えた。
その後、来賓挨拶に続き、「日本マクドナルド店長名ばか

り管理職事件」など多くの労働事案を手掛け、「かえせ☆
生活時間プロジェクト」発起人の「圷 由美子弁護士」より、
人間らしく働き暮らすことができる労働・生活時間のあり方な
どへの問題提起をいただき、「人間らしく働くことができないよ
うな36協定には、拒否することを辞さない姿勢で、労働組合
は、『生活時間の確保』を意識し、個人、家族、地域、社会
のために取り組んでほしい」と力強い
エールをいただいた。
会場では、被災地支援カンパ、フード

ドライブ、ＹＥＳ･ＮＯアンケート、折鶴コー
ナーを設け、労福協連携・協働ブース
では、〇×クイズや抽選会を実施。加
えて、今年は長野県の「アルクマ」も加

わった「ゆるきゃら大集合」
は、小さなお子さんから大人
まで大好評。今年は、サタ
デーメーデーのため、ご家
族・お子さんにも多くご参加
いただいた。また、恒例の大
抽選会では、90回記念賞
を用意するとともに、東日本
大震災からの復興支援賞品を選定。被災地の一刻も早
い復興、そして暮らしの底上げ実現に向けて、心をひとつ
に力合わせたメーデーとなった。
最後に、ＪＰ労組 山口 喜子さんによる「メーデー宣言」

の提案を満場の拍手にて採択し、中山実行委員長による
「団結ガンバロウ」にて式典を終了した。
その後、参加者全員で「賃金引上げ」「過労死をなくそ

う！」「長時間労働をなくそう」などシュプレヒコールをあげな
がらデモ行進を実施し、「働くことを軸とする安心社会」の
実現をアピールした。

第90回 長野県中央メーデー開催
～力合わせよう！ 心つなげよう！
　みんなの暮らしの底上げ実現のために～

主催者挨拶で訴える
中山実行委員長

労福協連携・協働ブース ゆるキャラ大集合
ピットくん・ピンキー・ロッキー・ユニオニオン・アルクマ



連合長野ニュース No.419【4月】

圷弁護士から労働組合へのエール≪要旨≫
○「日本マクドナルド店長名ばかり管理職事件」で会社
を訴えたＴさんは、人間らしく働くことができる職場環
境を求めて、勇気を出して行動した。「一人はみんな
のために」、人任せにするのではなく、まず、自分から
一歩踏み出し、声をあげてほしい。

○誰もがどんなライフステージであっても、人間らしくいきいき
と働くことができる職場が必要。労働は商品ではない。
労働者である前に人生がある。ライフステージの変化が
職場でも尊重されるべきである。男性も女性も、高齢者
も、若者も、障害のある方も、ＬＧＢＴの方も、どんな人で
も、妊娠や出産・介護・病気など、人生においてすべて
のステージで排除されない職場づくりが重要である。
○生活時間プロジェクトに取り組んでいる。1日24時間、
労働時間で埋め尽くされて良いはずがない。①休息・
睡眠、②個人生活時間（余暇・自己啓発）、③家族生
活時間（育児、家事、介護、団らん）、④社会生活時間
（地域活動、社会活動）、⑤子供から見た親の家族
生活時間、⑥地域から見た社会生活時間の6つの
生活時間を確保する点から、労働時間のあり方を考
えてほしい。
○人にとって、時間は命そのものである。限りある命の灯を

燃やしながら、生きている。か
けがえのない命の時間を職
場に独占されてはならない。
○働き方改革関連法は未だ
不十分な法律である。上限
規制の1月100時間未満、
80時間という時間では、生活時間の確保は難しく、
過労死防止の点からの最低限での規制でしかない。
家事や育児をまとめて１ヵ月分することができないよう
に、人の生活時間は1日単位が基本であることからも、
１日あたりの上限時間の規制も必要である。
○労働組合は、インターバル規制で満足しないでほしい。
労働時間の間に休息を入れるという考えでは長時間
労働はなくならない。皆さん一人ひとりの意識の真ん
中に、まずは、生活時間を確保するということを念頭
において取り組んでほしい。
○生活時間の一つでもある社会時間の確保や権力を
けん制する時間の確保は、民主主義を健全にするた
めに労働組合の重要な役割でもある。長時間労働を
なくし、組合員個人・家族が人間らしく生きるため、人
間らしく働くことができないような36協定には、拒否す
るような強い姿勢で臨んでほしい。

第90回長野県中央メーデー
YES／NOアンケート結果

77.6% 

Q1．長野県の最低賃金は
821円？

22.4% 

YES
NO

49.0% 
51.0% 

Q2．時間外労働が1年間で
月45時間を超えたことがある？

YES
NO

68.2% 

31.8% 

Q3．有給休暇を年間
5日以上取得している？

YES
NO

善光寺参道を行進する参加者


